
スマート林業推進事業について
～本県森林・林業の背景・課題～

資料３



森林の林齢構成

○ 戦後植林したスギなどの民有人工針葉樹林の

約７割が、利用期に到来

森林の若返り（森林資源の循環利用）が必要

若返り（資源の循環利用）の必要性

背景・課題①
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面積（ha)

利用期

82,440ha
（全体の約69％）

資料：栃木県「森林・林業統計（2017）」

【栃木県の民有人工針葉樹林の林齢構成】 【森林資源の循環利用のイメージ】

○ 森林は、「伐って・使って・植えて・

育てる」という 森林本来のサイクルを回復

（森林資源の循環利用を促進）させることにより、

公益的機能を維持・向上
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背景・課題②
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【栃木県の林業産出額（木材生産）の推移】

資料：農林水産省（林業産出額）

○ 近年、木材自給率の向上などにより林業産出額

は増加傾向にあるが、資源が充実している中、

依然、林業生産活動は低迷

林業産出額は、30年間で1/2に減少

【栃木県の木材価格の推移】

資料：栃木県環境森林部統計

スギ：小丸太（3m,16～20㎝）

ヒノキ：小丸太（3m,16～28㎝）

○ 近年、木材価格は安定しているものの、ピーク時

（昭和55年）と比較して、

スギは1/3、ヒノキは1/5に下落

外材の相場
（100ドル/㎥）
とリンク
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林業従事者の給与所得 林業就業者

背景・課題③
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【栃木県の森林組合雇用従事者等の年間給与額】 【栃木県の新規林業就業者数の推移】

○ 林業の給与水準は３百万円余と全業種平均の400

万円余と比較して約100万円低い

資料：全産業は、民間給与実態統計調査（国税庁）

林業は、栃木県環境森林部統計

○ 今後の森林整備量の増大に伴い、令和5年度以降、

最大160人程度/年度の労働力の不足が見込まれる中、

新規林業就業者数は、年間40人程度で推移

資料：栃木県環境森林部統計
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労働生産性 林業労働災害の発生率

背景・課題④
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【業種別の労働災害発生率】

資料：厚生労働省業 種別死傷年千人率

死傷年千人率とは労働者1,000人当たり１年間に発生する死傷者数

○ 林業における労働災害発生率は、平成30年の死傷

年千人率でみると22.4で、全産業平約の約10倍

で、全産業の中で最も高い

○ 日本の主伐の労働生産性は６．６７ｍ3／人日で、

林業先進国であるオーストリアの30～60

ｍ3／人日と比べ著しく低い

【林業の労働生産性】

資料：「林業イノベーション現場実装プログラム」（令和元年12月林野庁）

オーストリアでは

30～60
ｍ３/人日

主伐

6.67
ｍ３/人日

＜日本では
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目指す将来像

航空レーザー計測による森林資源情報

（樹種・蓄積・地形・境界等）の精度向上

クラウドシステムや５Gを活用した森林情

報の高度利用

事業体（森林組合等）

生産計画から伐採、出材までの情
報をICTで管理
→需要に応じて木材を生産

伐採

スギ長さ3m
径20㎝の木材を
毎月500本欲しい

川上川上

搬出

造林

土場

川中・川下川中・川下

●アシストスーツ ●ドローン苗木運搬

●自動走行フォワーダ

●自動集材機
（タワーヤーダ）

●自動伐倒作業車

●木材検収システム

製材工場等

■ 未来技術の活用により記憶・経験のアナログ林業からデジタルを活用したスマート林業へ転換

→飛躍的な労働生産性の向上と林業の魅力向上を図り、世界に誇る林業大国の実現を目指す。

未来技術の活用により、林業の未来を創り、地方創生そして豊かな森林を次代へ

需給情報を川下・中～川上で共
有し、木材生産・流通を効率化

生産管理のICT化

現場の自動化により生産性向上と
労働負担軽減を実現

自動化による労働負荷低減

イノベーションの基盤となる高精度
な森林資源情報を把握・共有

森林資源情報のデジタル化・可視化

現地調査等の省略によるコスト
削減
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○ 新技術を活用した林業の生産性向上
○ 持続的・計画的な林業経営の確立
○ 皆伐・再造林等による森林資源の循環利用の促進

○ 需要に応える製品生産力向上
○ 需給ミスマッチ解消による木材流通安定化

○ 今後の木材需要を見据えたとちぎ材の用途開発・需要拡大
○ ハウスメーカー等とちぎ材利用が進んでいない分野への需要創出
○ 東京圏等をターゲットにした販路拡大

○ きのこ生産力の向上
○ 東京圏等への販路拡大
○ 安全・安心な取組の推進

○ 100年先を見据えた森林の若返りの推進
○ 適地適木の森づくり及び森林の適正管理の推進
○ 森づくりを支える種苗生産の体制強化
○ ナラ枯れ等森林病害虫対策の強化

○ 防災・減災のための治山対策の推進（国土強靱化）
○ 山地防災に向けたソフト対策の推進
○ 保安林等の管理・保全の推進

○ 林地の地籍調査の推進
○ 森林クラウドシステムの効果的な活用

○ 捕獲・防護・環境整備による総合的な獣害対策の推進
○ ICT等デジタル技術を活用した獣害対策の推進

○ 栃木県林業大学校（仮称）の開設による幅広い林業人材の育成
○ 林業人材の確保に向けた発信力強化
○ 自伐林家等の支援
○ “とちぎ材“の利用を支える人材の育成

○ 林業経営体の経営改善に向けた支援
○ 魅力ある労働環境の充実
○ 労働安全の確保と対策の徹底

○ 里山林の保全活動の促進
○ NPO・ボランティア等との連携
○ 森林空間利用の促進

○ 航空レーザー計測による森林資源情報の把握
○ クラウドシステム等を活用した森林情報の高度利用

○ＩＣＴの活用による効率的な生産管理・需給マッチングシステム
の導入

○ 施業における自動化技術等の導入による労働生産性の向上
○ 未来技術の活用による労働者の安全性向上

第３章 重点施策：次期ビジョンの施策体系
取組 具体的な取組

１

2

3

１ 素材生産力の強化

２ 木材の安定需給体制の構築

３ とちぎ材の競争力強化

４ きのこ等特用林産物の競争力強化

５ 多様で健全な森づくりの推進

６ 治山対策の推進

７ 森林所有対策の推進

８ 野生獣の適正な管理と獣害対策の推進

９ 次代を担う林業人材の確保・育成

10 魅力ある雇用・労働環境の充実

11 様々な主体による森づくり活動
及び森林空間利用の促進

12 森林資源情報のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化･見える化

13 生産管理のICT化

14 自動化による労働負荷低減

重点施策

１ 林業・木材産業の

産業力強化

～“稼げる林業“の

実現～

２ 森林の公益的機能の

高度発揮

～“災害に強い

森づくり”の推進～

３ 森林・林業・木材産業

を支える地域・人づくり

～“次代を担う

人材”の育成～

未来技術を活用した

産業への進化

～“スマート林業”の

推進～

共通施策
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共通施策 未来技術を活用した産業への進化

○ 航空レーザー計測による森林資源情報の把握

○ クラウドシステム等を活用した森林情報の高度利用

取組 12 森林資源情報のデジタル化・見える化

○ＩＣＴの活用による効率的な生産管理・需給マッチングシステムの導入

取組 13 生産管理のＩＣＴ化

○ 施業における自動化技術等の導入による労働生産性の向上

○ 未来技術の活用による労働者の安全性向上

取組 14 自動化による労働負荷低減

【指標】

人口減少や少子高齢化により、新規就業者の確保が困難な中、労働生産性の大幅な向上が急務であり、そのためには、記憶や経験に頼る林業

から、未来技術活用したスマート林業へと進化を図ります。

➽५
ঐ
␗
ॺ
௔
঵
|
भ
௓
ਤ

№ 指標
現状値

R1(2019)
目標値

R7(2025)
目標値

R12(2030)

15 労働生産性（主伐） 【m3/人・日】 10 30 -

16 労働災害発生率 【‰】 21 0 -

※指標はモデル地区の指標として設定 7
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スマート林業推進事業について
～取組（案）～



現在の林業 … 記憶・経験のアナログ林業

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

土場・市場
集材・搬出

造材

伐採
（搬出間伐・主伐）

間伐

下刈り

植林

地拵 地拵
…重労働かつ危険！

植林
… 重い苗木を人力で
担ぎ上げて作業

下刈り
… 重労働で植栽後５年以上
継続するが、収益無し！

需要と供給がミスマッチ！
（量・規格・品質）

森林簿データ
… データ精度が低い！
（地形ﾃﾞｰﾀ・資源量・・・）

→ 施業計画（境界確定・生産量
など）は現地確認必須

運搬
… 林道・作業道の設計に
知識・経験を要する

伐採・造材
… チェーンソーによる
人力が主体

集材・搬出
… オペレータによるフォワーダ運転

→ 作業のボトルネックになりがち！

検収（規格・材積）
… 土場・市場にて人の目で測定
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未来技術を活用したスマート林業の推進

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

下刈の
自動化

③生産管理のICT化
（検収の自動化，
需給状況の共有）

路網
設計
支援
ｿﾌﾄ

伐採等
現場作業

土場・市場

植林

下刈り

※自動機械が対応
できないような
大径木の伐採に
は、ベテランの
人力作業がまだ
まだ必要！

一貫型
施業 大苗・

エリート
ツリー

ﾄﾞﾛｰﾝ
運搬

作業の
軽減

大規格
作業道

施業地の
複合大規模化

①森林資源情報の
精度向上・可視化
（レーザ測量）

高効率な作
業システム②現場の自動化

・省力化
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① 森林資源情報のデジタル化・可視化

現地下見（境界等）

毎木調査（資源量）

現地測量（作業道）

✓パソコン上で精度の高い森林データ
（地形・資源量等）を取得できる！

✓現地調査を省略・省力化できる！
現場で人力で、施業の都度行っていた
森林資源情報等の調査がレーザ測量により

航空レーザー測量 森林資源情報等基盤データの可視化・分析

基盤データ（資源量・地形）
・高精度なデジタルデータを広範囲かつ効率的に取得
・森林クラウド上で共有

基盤データを活用して…
最大限に価値を高めた森林経営計画
・地籍(境界)確定 ・施業集約化 ・伐採造林計画
・路網計画設計 ・作業(人員・機械)配置計画等…

基盤整備

➢需要を見据えたﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
➢材積的・経済的歩留り
➢森林資源を最大限活用
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② 自動化による労働負荷低減
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未来技術
超未来技術

第１段階 第２段階

素
材
生
産

路網作設 ① 路網自動設計
ICTﾌｪﾗ-ﾊﾞﾝﾁｬ
（路網自動作設）
林内全面走行機械
作業工程複合機械
VR等リモート操作
ドローン集材
夜間作業
etc…

伐木
造材

② 伐倒作業車(ﾜﾝﾏﾝ)
④ 大径材対応ﾊｰﾍﾞｽﾀ等
⑥ ICTハーベスタ

③ 伐倒作業車(ﾉｰﾏﾝ)

集材
運材 ⑧ 木材検収システム ⑤ 自動集材機

⑦ 自動走行ﾌｫﾜｰﾀﾞ

全工程 モデル地区：生産性最大化検証・実装

造
林
保
育

造林 ⑩ ドローン苗木運搬
⑪ アシストスーツ ⑪アシストスーツ(改良型)

ドローンの進化
林地用”お掃除ﾛﾎﾞｯﾄ”
改良型ﾌｪﾗｰﾊﾞﾝﾁｬ
etc…保育 ⑨ 多目的造林機械 ⑨ 多目的造林機械(改良型)

以下の条件を複合的に変動させながら検証・実装
➢地形（緩・急） ➢施業（皆伐・間伐・択伐） ➢路網（規格・線形(尾根・中腹・沢沿い)）
➢運搬距離（林地内外） ➢使用機械（車両系・架線系・車両＋架線系） ➢集材（距離・方法）

13



自動伐倒作業車

ＩＣＴ
ハーベスタ

造材

伐採
（搬出間伐・主伐）

✓経験によらず造材規格を自動判別！
✓生産データ（規格・量・強度等）を自動測定！

✓作業の自動化による安全性の向上！

14



✓作業の自動化による
作業班人員の削減！

→ 生産性（㎥/人日）の向上！

集材・搬出

自動集材機

自動走行フォワーダ
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下刈り

植林

✓ドローンによる苗木運搬！
✓アシストスーツで作業負荷軽減！

→ 現場作業の軽減で事故の抑制効果も

苗木を人力で担ぎ上げ、
急斜面で中腰姿勢での作業が…

✓自動下刈り作業車により省力化！長期間（５年以上）手間がか
かり、収益のない下刈りが…

山もっとジョージ
（キャニコム社製）
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〇現場全体での検証
林業の労働生産性や労働災害率の改善が部分的に実証されている未来技術の活用について、
施業現場全体で運用することで、一体的な評価を行う

〇生産工程全体での検証
個々の分野ではなく、森林資源情報の把握から伐採、造林、販売まで林業の生産工程全体を、
未来技術を活用し包括的に実証

17



③ 生産工程管理のＩＣＴ化

業界間の情報共有化と安定取引促進 → 極端な相場商品からの脱却

川 下※

川 中

川上
① 素材生産供給能力（川上→川中），素材需要（川上←川中）の発信

素材丸太
・規格（断面・長さ）
・供給量
・期間

ex） 末口20㎝、長さ3.0mの
丸太を200m3まで
１ヶ月で納材…など

② 製品生産供給能力（川中→川下），製品需要（川中←川下）の発信

製品
・品目
・規格（断面・長さ）
・供給量
・期間

ex） 24.0×12.0㎝×4.0mの
スギ梁桁材を20丁(2.3m3)
１ヶ月で納品…など

※ 特に川下（建築業、
プレカット、流通、
設計など多業種）への
発信がキーポイント！

[ 対応 ]

商取引に資する
需給情報（規格
・量・価格）の
今までにない
具体的な提示
（① ，②）

[ 課題 ]

異業種間の連携
強化・情報発信
不足

“とちぎ版安定需給※体制”の構築 ※ ぶれない供給：川中はもちろん川上における生産メーカーとしての責任ある供給
逃げない需要：為替変動、政策に影響を受けない安定した需要

手法：ＩＣＴ技術による新たな木材ＳＣＭ（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）への支援（⇒ 垂直連携による販路拡大・ブランド化の推進）
・素材生産の情報及び製材工場の需要と供給に関する情報の一元化
・川上から川中・川下まで、林業・木材産業のサプライチェーン（素材生産・調達・流通・加工・製造・販売…）の効率化

⇒さらに『とちぎ材バリューチェーン（価値連鎖）の構築』へ 18



素材生産業
（森林組合、林産事業体）

【川上】 原木市場

製材・集成材工場
（一次加工）

【川中】

プレカット工場
（二次加工）

建築業(設計)
流通業

（製品市場・商社・木材販売業）

【川下】

木造建築等

素材需要情報(例)

〇〇製材工場：A材 φ16～20㎝×3m 2,500㎥/月
△△製材工場：A材 φ24～36㎝×4～5m 500㎥/月

素材供給情報(例)

〇〇森林組合：A材 φ16～20㎝×3m 2,000㎥/月
△△林業：A材 φ20～36㎝×4～5m 300㎥/月

新素材利用

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所

需給調整機能

需要(川下)を見据えた
川上・川中のコーディネート
① 情報集積・共有(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化)
② 人材（専門的：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）
③ 組織（新設立）

①

③

②

製品需要情報(例)

〇〇製品市場：梁材 12×24㎝×4m 
4,000丁(460㎥)/月
△△ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場：管柱 12×12㎝
×3m 200,000丁(8,600㎥)/月

木質燃料需要情報(例)

〇〇ﾁｯﾌﾟ工場：Ｃ材 2～4m 2,000t/月
△△ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所：ﾁｯﾌﾟ 3,000t/月

ｴﾈﾙｷﾞｰ利用

セルロース
リグニン
カーボン

✓需給ミスマッチの解消へ！

→ 山の価値の最大化
→ 生産量・材価の安定化

現場（森林施業地）と製材工場等の需給
データ（量・規格・品質）の見える化により
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スマート林業推進事業について
～推進体制（案）～
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とちぎスマート林業推進協議会 推進体制（案）

効果・検証：林業センター、各出先事務所、コンサル

＜協議会＞
〇 会長
〇 副会長
〇 構成員

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 需給マッチングＷＧ

〇 事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策課デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

…総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化
【取組内容】
①航空レーザーを活用した計測
②資源（材積等）・地形解析
【構成】
民間（測量会社），国（国土地理院）,
県（森林整備課）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証
【取組内容】
①未来技術による労働生産性向上の実証
②未来技術を活用した生産工程の普及
【構成】
民間（林業団体・製材業団体・林業機械ﾒｰｶｰ･ｺﾝｻﾙ），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課ほか）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化
【取組内容】
①生産管理システムの基礎調査
②システムの構築
【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁），県（林業木材産業課）
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スマート林業推進事業について
～課題・スケジュール（案）～
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課題・論点

次とちぎ森林創生ビジョン

(2021～2025年度)

■森林資源情報のデジタル化・可視化

■生産管理のICT化

■自動化による労働負荷低減

森林施業においてどのような森林情報（樹高、材積等）が必要か。

ボトルネックとなっている工程はどこか。

需給ミスマッチ解消に向け、川上、川中、川下で必要な情報は。

森林内での通信環境の確保は。

情報の活用、共有化の方法は。

需給情報のコーディネーター役は。
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次とちぎ森林創生ビジョン

(2021～2025年度)

当面（2020年度）のスケジュール

区分
2020 2021

１２月 １月 ２月 ３月

協議会

第1回協議会 第２回協議会

森林資源情報の
デジタル化・見える化

生産管理のICT化

自動化による
労働負荷低減

事業予算の確保
協議会の議論を踏まえ、

関係省庁と調整

課題を踏まえた

事業計画の検討（ＷＧ）

WGの

設置

事
業
計
画
の
策
定
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